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本日のお話のもくじ	

１．所要時間・費用減少の効果 
２．東北の第一の特徴 
３．東北の第二の特徴 
４．交流のターゲットは？ 
５．会津縦貫北道路の意義 
　付録：観光庁ビッグデータ調査 
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１．所要時間・	
　　費用減少の効果	
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輸送費の減少では、 
　売り上げは増えない	

!  ものの値段に占める、交通費の割合は
せいぜい10％ 
（産業連関表による；最大は要冷食品） 

!  道路の改善で輸送費が仮に半分になっ
たとしても、販売額の低下は5％ 

!  価格が5％安くなっただけで、売り上げ
が爆発的に増える見込みはない 

No.4 



������

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

�����

����

�� �� �� �� �� ��� ��� ���

ūᙍᡰಆŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴ

ԽᲣᙳϭᲤ�Ჵ���

ᇂಆמჾǭȪǺǼȢȴȉ�Ჵ��

ኢȸȒȬȘ�Ჵ��

ԽᲣࠞมᲤ�Ჵ���

ᤨᥠ�Ჵ��

ƧƸ˃ᙍᡰಆ�Ჵ��

ჾᰤȸයеȸز૱�Ჵ��

ᤀޔᙍԽ�Ჵ��

ЉཀȸүУ�Ჵ��

ᤨᤀޔ�Ჵ��

ጟዝ�Ჵ��

ƧƸ˃҅ܗಆ�Ჵ���

ȘȪǺȂȄǰȸǵȡ�Ჵ��

҅ቴԽ�Ჵ��

ɠᑎ֦�Ჵ���

ཌဈ֦�Ჵ��

ᡜဈ֦�Ჵ���

ቾ݆֦�Ჵ��

ᩔൣ֦�Ჵ���

ҕᕥԽ�Ჵ��

ūҶ٦ಆŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴ

Ҷ٦ಆᲣԽ૱ናᲤ�Ჵ���

Ҷ٦ಆᲣဈᩄᝤናᲤ�Ჵ��

ƧƸ˃Ҷ٦ಆ�Ჵ��

Ҷ٦ಆᲣ֦ናᲤ�Ჵ��

Ҷ٦ಆᲣዯӴաᅉᲤ�Ჵ��

ū٦ݲಆŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴŴ

��٦ಆᲣᡬᝥᲤ�Ჵݲ

��٦ಆᲣငҤᲤ�Ჵݲ

ƧƸ˃٦ݲಆ�Ჵ��

��٦ಆᲣᴓᴶᴤᴷᴟᴍᴶᴖᴖᴝᴊᲤ�Ჵݲ

��Ფ�Ჵࡄ٦ಆᲣᝥݲ

ཌᝳᲣݧݤಆᎎЏ˃Ფ ཌᝳᲣ܈ݤˠᅉЏᲤ ᐰܽཌᝳ

�ᘚᲬᲨᲮ ٦ɦ᭘ཌǴǺȉൕྚᲣಆᆕݲЏЛᲤ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

㩷 㩷 ⥄ኅ‛ᵹ⾌㩷 㩷 㩷 㩷 ᡰᛄ‛ᵹ⾌䋨ኻሶળ␠ᡰᛄಽ䋩㩷 㩷 㩷 㩷 ᡰᛄ‛ᵹ⾌䋨ኻኾᬺ⠪ᡰᛄಽઁ䋩㩷

価格に占める 
物流コストの 
割合	

日本ロジステック協会 
2012年	

製造業では， 
食品工業（要冷） 
窯業で　8％	

小売業では，	
通販が12％ 
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青果物の輸送費用は経費の9.3％	

!  農水省：食品流通段階別価格形成調査
・青果物経費調査 (平成25年度) 	
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コストの削減では客は増えない	

!  日本の観光旅行の総量は減少しつつある 
!   総人口の減少×高齢化×一人当回数の減少 

!  一時的に増えても，次の目新しい行き先
ができると、簡単に移動する 

!  行きやすくなること　×　行き先の魅力 
!  風評被害に負けない、本当の魅力とは？ 

No.7 



国民生活基本調査における 
人口当たりの平均旅行回数の変化	

9 集計的指標による目的間比較
9.1 平均値・分散値
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図 40 集計平均値の経年変化（目的間比較）
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図 41 集計標準偏差値の経年変化（目的間比較）

• 平均値は，観光＞私用・帰省＞業務・その他の関係
• 標準偏差値は，2001年以降目的間ではあまり変わらなそう？
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図 42 集計年間宿泊旅行数の経年変化（目的間比較）

• 集計年間宿泊旅行回数は，観光＞私用・帰省＞業務・その他
≫ 観光は，私用・帰省と業務・その他の約 2倍．
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宿泊旅行（一人当たり）	

10 日帰り（行楽）旅行の分析
10.1 平均値・分散値

10.1.1 集計的分析
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図 44 集計平均値の経年変化（日帰り（行楽））
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図 45 集計標準偏差値の経年変化（日帰り（行楽））

• 平均値は 2001年をピークとした単峰形．ただし 2006→ 2011では若干増加か？
≫ 減少傾向ではない！

• 標準偏差値も，平均値とほぼ同様の傾向（というより，1996→ 2001で急増とすべきかも）．
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図 46 集計年間旅行数の経年変化（日帰り（行楽））

• 年間日帰り旅行数は宿泊旅行数と比較して，非常にオーダーが大きい
≫ 観光宿泊旅行の 2～3倍． ≫ 私用・帰省宿泊旅行の 4～6倍． ≫ 業務・そ

の他宿泊旅行の 4～6倍．

35

日帰り旅行（一人当たり）	
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国民生活基本調査における 
人口当たりの平均旅行回数の変化	

宿泊旅行（一人当たり）	 日帰り旅行（一人当たり）	

10.1.2 年齢階層-世代間比較
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図 47 平均値の年齢階層比較（日帰り（行楽））
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灰色線：全年次平均値
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図 48 平均値の世代間比較（日帰り（行楽））

• 同時点での年齢階層間比較
– 30代に 1つピークがある単峰形．

≫ オーダーは，ピークの年代で 5.0～8.0回/年．
– 70歳でも，宿泊旅行よりは旅行する．（2.0～3.0回/年未満）

• 年齢階層間比較の経年的変化
– 20代と 30代の平均旅行回数が経年的に減少．
– 40代と 50代では，1996→ 2001で増加．

• 世代（コーホート）間比較
– あまり明快な傾向はみられない．

≫ 40代と 50代では，1996→ 2001で増加する傾向が顕著に表れる…なぜ？？．

36

30代ピークで加齢により低下 
近年は減少傾向	

6.1.2 年齢階層-世代間比較
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図 10 平均値の年齢階層比較（観光）
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図 11 平均値の世代間比較（観光）

• 同時点での年齢階層間比較
– 20代と 60代に 2つピークがある形．

≫ オーダーは，ピークの年代で 1.5～2.5回/年．あいだ（40代前後）で 1.0～1.5

回/年．
– 70歳を過ぎると急激に平均回数が減る（1回/年未満）

• 年齢階層間比較の経年的変化
– 10代と 70代以上を除いて平均旅行回数が経年的に減少．

≫ ピークの高さは，20代の方が高かった（1991～2001）．
≫ 2006年，2011年では 60代とほとんど変わらない．

• 世代（コーホート）間比較
– 1950-1960年代生まれ世代（2011年で 40代 50代）は，平均旅行回数が前の世代（1940

年代以前生まれ）よりもつねに小さい．
（1970年代生まれの世代でも見られる傾向）

19

20代と60代にピークがある 
両方とも経年的に低下	 No.9 



２．東北の第一の特徴	
　　北国さを生かす	
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東北の特徴とは？	

!  北国性：遠い，寒い，暗い	

!  中央(上方・江戸）とは同じ原理では説明で
きない別の土地

!  北国特有の気候・風土

!  北国特有の水産物，農作物
• 「食わず嫌い」に魅力を伝える

!  じっくりと自然に向き合い，手を抜かな
い人々のまじめな気質

No.11 



「北国さ」とは？	

東西間の違い
は大きくない

まとめて効率化しよう
　競争・支配原理

違いを認めて
交換しよう
共生・交換原理

南北間の違い
は質の違い

No.12 



これからの世界の中では 
「北国」は狙い目	

世界の今後の経済発展は「暑い所」か「寒い所」
で起こる（天然資源の開発）
→「北国」に生きる知恵,
　北国の技術が重要になる

地球温暖化によって「北国」の希少価値は高まる
→世界的に,「寒いところ」への観光が増える
→利根川流域に雪がなくなり，
　　　　関東で水・電気が欠乏

No.13 



賃金が高い日本の産業戦略 
【消費者】を生かす！	
!  コスト面での比較優位は長続きしない

!   宮城県の自動車産業　
• （国内では)労働力が安く，ロシアに運びやすい？

!  そもそも日本の賃金は，アジア諸国より高い
!   高賃金を払っていることを強みとして生かす

!   購買力を持ち，新製品に興味を持つ消費者
• 海外旅行やメディアを通じて国際的に宣伝
• 試作段階からクレームをつけて改善を提案
• 商品を使いこなすためのソフトウェア，工夫

!  消費者とものづくりとの2人3脚で商品を鍛える

No.14 



東北で鍛えるべき北国の産業	
!  世界の歴史上，経済は温帯で発展

!   多くの製品は温帯向きに開発されてきた
!   他の地域ではそれを無理をして使っている

!  今後の経済発展は熱帯，冷帯中心（BRICｓ）
!  寒冷地にあった製品の提案と開発

!   ロシアの鉄道:復水式蒸気機関車
!   エネルギーや資源を無駄にしない製品
!   温度変化による劣化を防いだ製品
!   氷や雪の上をうまく使う乗り物?

!  寒い環境の中で，使用者からフィードバック
を受けながら，商品・製品を鍛えること

No.15 



中途半端な東北の売り出し能力	

!  北海道は十分ブランド化できている
!   北海道にしか「ないもの」がイメージできる
• 本当は北欧やカナダのイメージかも？

!  東北は売込みがへた
!   まず，名前がわかり難い
• 「南東北の旅」？どこのこと？

!   自ら評価できず首都圏からの評価に頼る
• 「いわて食材倶楽部」「食材王国みやぎ」

!     相手の地域（東京）に「ないもの」の評
価を，相手の地域に任せることの不思議
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自分たちの持ち物を， 
自分自身で評価しよう	

!  食材はその地域に中で新鮮さを保ったまま、風
土にあった料理に使われて、真価を発揮できる

!   「食の都･庄内」プロジェクト	

!   地域の生産者・消費者・山形大学農学部などが連携し
、在来作物や特別栽培農産物、庄内浜で水揚げされた
魚介類などのこだわりの食材を地域の資源として活
かし、歴史や風土に育まれた食文化の再発掘や安全・
安心で豊かな食生活を提案しながら進めるブランドづ
くり

!   イタリア料理「アル・ケッチァーノ」奥田政行シェフ

http://www.tv-asahi.co.jp/earth/contents/osarai/0557/ 
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東北らしい観光：北国の観光	

!  地域の風土に自信を持て！	
!   観光客は，日常と異なる場所を目指す
!   そのような場所の実情を知らないのが当たり前
!   訪問地をよく知っているのは地元の人々のはず	

• 自分たちの風土、暮らし、文化、歴史の理解は？
!  自分で地域の環境の楽しみ方を学べ！	

• その日の天候や客の能力に合わせて適切な雪質と
地形を持つスキーゲレンデを細かく紹介する

• 訪問者の持つ持病や体の状態に応じて適切な温泉
と入浴の方法を助言  (蔵王温泉・温泉ソムリエ
講座)

!    他人が来ないなら，地域の施設は自分達で使え！	

No.18 



東北人は，もっと遊ぼう！	
都 道 府 県 名 人 順位 海外渡航者数（人） ％ 順位

携帯電話等契約数

（契約） ％ 順位
インターネット利用の

行動者数（千人）

全 国 1,372.4 17,534,565 75.9 96,483,732 59.4 67,500

1 北 海 道 597.3 37 334,536 68.3 23 3,848,033 54.5 26 2,706
2 青 森 県 342.2 47 48,682 56.8 46 829,511 44.4 47 559
3 岩 手 県 403.0 45 55,407 56.6 47 785,893 45.9 44 561
4 宮 城 県 693.1 32 163,189 75.6 7 1,772,180 55.7 19 1,169
5 秋 ⽥田 県 375. 0 46 42, 521 57. 1 45 659, 981 45. 4 46 461
6 山 形 県 517.7 40 62,513 59.7 43 723,751 45.7 45 491
7 福 島 県 598.1 36 124,394 59.6 44 1,252,698 47.6 41 877
8 茨 城 県 1,108.7 14 329,467 68.8 19 2,056,000 56.4 18 1,493
9 栃 木 県 1,004.1 17 202,342 68.6 21 1,377,620 54.8 25 982
10 群 馬 県 967.9 19 195,585 68.6 21 1,386,052 55.7 19 996

11 埼 玉 県 1,518.8 8 1,074,016 74.1 10 5,204,353 64.6 3 4,091
12 千 葉 県 1,809.0 3 1,098,694 73.5 11 4,437,370 64.6 3 3,513
13 東 京 都 2,535.3 1 3,209,470 113.5 1 13,931,459 70.8 1 8,139
14 神 奈 川 県 2,150.1 2 1,898,496 79.2 4 6,887,241 70.7 2 5,583
15 新 潟 県 635.6 35 153,714 60.7 40 1,479,365 50.2 34 1,084

40 福 岡 県 1,104.0 15 558,008 75.3 9 3,786,891 57.3 15 2,553

41 佐 賀 県 706.4 30 60,941 62.8 34 548,024 48.5 37 364
42 長 崎 県 588.1 38 86,242 61.6 39 920,454 48.3 40 618
43 熊 本 県 703.7 31 129,230 62.6 35 1,164,209 51.6 32 830
44 大 分 県 660.3 33 79,614 62.5 36 763,025 49.7 35 527
45 宮 崎 県 491.0 43 56,366 60.5 41 709,715 49.2 36 495

46 鹿 児 島 県 451.8 44 78,752 60.0 42 1,056,217 47.2 42 719
47 沖 縄 県 577.7 39 79,046 65.3 29 901,996 48.5 37 567

時 点

インターネット利利⽤用の⾏行行動者率率率

平成18年10月20日

海外渡航者数（⼈人⼝口１万⼈人当たり）

平成18年

携帯電話等普及率率率

平成18年3月31日
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伸びていない東北からの出国者
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３．東北の第２の特徴	
　　多自然性を生かす	
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日本の他地域（や外国）にない 
東北の特徴とは？	

!  異境性（北国性）	

!  原境性（発展から遅れて原日本が残存）	

!  遅れた地域，取り残された地域？
• 環境問題,開発の負の側面への反省

!  多自然地域「周回遅れのトップランナー？」
• じっくりと自然に向き合う。量より質。
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自然のペースに合わせた生き方	
無理をしない．急がない。
確かに時間はかかる．

でも，じっくりと時間をかけて取り組む
少数を選び,手塩をかけて「はぐくむ」

「量」よりも「質」

スローライフ
ロハス・エコ
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低価格ではなく，高価格
（付加価値）で勝負の時代
安くしても売れる量は限られる（人口減）
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低価格ではなく，高価格
（付加価値）で勝負の時代
売れる量は限られる（飽食による消費減） 農水省HP	
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高価格（付加価値）で勝負
これだけ違う購入価格（家計消費調査）
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食生活に対する意識
農林中央金庫調査（2015.6）

食品の安全性に強い関心がある. 

28

４．“食の安全”について、どの程度関心を持っているか

関心が“ある”（94.8％）人が９割を超える。

●関心があることは、「食品添加物」（75.5％）、「輸入食品」（62.3％）、「残留農薬」（60.4％）、「異物混入」（48.3％）、「遺

伝子組換え食品」（46.4％）、「食品偽装」（46.2％）の順。

●これらの問題が話題になることで、“食の安全”に対する意識は変わったかどうかをみると、“変わった”という割合は８

割強（81.0％）を占める。

図 20． “食の安全”について、どの程度関心を持っているか

とても
関心がある

まあ
関心がある

あまり
関心がない

まったく
関心がない

　全　　　　　体 <N=400>

30　代 <n=133>

40　代 <n=134>

50　代 <n=133>

年
代

35.0

37.6

27.6

39.8

59.8

56.4

68.7

54.1

5.3

6.0

3.7

6.0 0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

“食の安全”について、どの程度関心を持っているかをみると、「とても関心がある」（35.0％）が３割台を占め、

「まあ関心がある」（59.8％）を合わせると、関心が“ある”（94.8％）という人が９割を超えています。異物混入

や食品偽装など、食の安全を脅かすようなニュースが多い昨今、食の安全に対する関心は大きいようです。

年代別にみると、《40代》で「とても関心がある」（27.6％）の割合が低めですが、総じて大きな年代差はみられ

ません。

◆前回調査と比べてもほとんど差はありません。
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食生活に対する意識
農林中央金庫調査（2015.6）

29

図 21．どんなことに関心があるか（複数回答）
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（％）

では、“関心がある”人（379 名）が具体的にはどんなことに関心があるのかをみると、「食品添加物」（75.5％）

が最も多く、以下「輸入食品」（62.3％）、「残留農薬」（60.4％）、「異物混入」（48.3％）、「遺伝子組換え食品」（46.4％）、

「食品偽装」（46.2％）、「ＢＳＥ（狂牛病）」（34.0％）、「加工食品」（32.2％）の順となっています。

年代別にみると、「食品添加物」「輸入食品」「遺伝子組換え食品」「食品偽装」「加工食品」「抗生物質」など、年

代が上がるほど高い割合となっている項目が多く、若い人よりも多くの事柄に関心を持っています。

◆前回調査と比較してみると、「ＢＳＥ（狂牛病）」（前回 45.8％→今回 34.0％）、「輸入食品」（同 73.4％→62.3％）、

「食品偽装」（同 57.1％→46.2％）など、前回より減っている項目が多くなっています。前回より増えている項

目はあまりありませんが、「異物混入」（前回 38.9％→今回 48.3％）は、比較的最近話題になったこともあってか、

前回より約 10ポイント増えています。
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食生活に対する意識
農林中央金庫調査（2015.6）

47

３．これからの“農畜水産物”に対する要望

「安全な」（97.3％）農畜水産物が第一。そして、「おいしい」（76.0％）、「安い」（54.0％）、「減農薬の」（50.8％）、「価格変動

の少ない」（50.8％）が続く。

図 37．これからの“農畜水産物”について、どんな要望があるか（複数回答）
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これからの“農畜水産物”について、どんな要望があるか聞いてみたところ、ほぼ全員が「安全な」（97.3％）を

あげ、以下「おいしい」（76.0％）、「安い」（54.0％）、「減農薬の」（50.8％）、「価格変動の少ない」（50.8％）、「抗

生物質を使っていない」（44.0％）、「無農薬の」（35.5％）、「有機栽培の」（34.5％）が続いています。このように“食

の安全”に対する要望が極めて高いことが分かります。

年代別にみると、いずれも「安全な」をあげる人が断然多くなっていますが、年代が上の人ほど「減農薬の」「抗

生物質を使っていない」「無農薬の」「有機栽培の」などをあげる割合も高く、年代が上の人ほど“食の安全”に対

する要望が一層強くなっています。

なお、前述した“食の安全”に対する関心度別にみると、関心度が高い人ほど「安全な」「減農薬の」「抗生物質

を使っていない」「無農薬の」「有機栽培の」など“安全性”にかかわる要望をあげる割合が高くなっています。特

に、《とても関心がある》人では、全員が「安全な｣（100.0％）を要望しています。

◆前回調査と比較すると、前回のトップ３は「安全な」（98.8％）、「おいしい」（76.8％）、「安い」（52.8％）で、上

位にあげられている項目は前回と変わりません。また、「安い」（52.8％→54.0％）、「価格変動の少ない」（50.8％

→50.8％）など“価格に関する要望”も横ばい傾向です。

安全な：97.3％	

安い：53.4％	
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安全への信頼性を作ること

・自分の目と手で確かめる時間はない

・信頼のおける流通業者が確認

・産地の自然環境が守られている

・栽培家が健康で誇りのある生活

安全で信頼できるものなら，値段
が少々高くても構わない．�
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信頼性を作るには

地域の特性にあった無理のない作り方

・安売りや過度の安定供給はマイナス

大量生産・近代化・見栄え重視というこれ
までの方向とは矛盾することもある

・無農薬栽培・ワックス加工の省略など

意味を消費者に納得させることが必要

・見て、学んでもらうこと

・説明に出かけること 人的交流	
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都会の豊かさは借り物？	

都会の魅力は，実は世界・外国の窓口の魅力

都会や外国の情報はＩＴで流れてくる

流通にもそのうち乗っかってくる

いざとなれば，遊びにいけばよい

　都会にある魅力は，これからの時代，ますま
す容易に手に入るようになるものが多い
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都市生活にはリスクが多い	

!  都市では，自
分の力で食料
，水，エネル
ギーが調達で
きない

!  他人に頼る必
要がある

!  他人が信じら
れなければ，
リスクだらけ
の世界

内閣府：国民生活に関する世論調査（H26.6）	

老後、自分の健康、 
家族の健康が 
三大不安	
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環境保全機能
を求める声が
多い。	

	

都市生活への
アンチ・テーゼ
（オアシス）�

都市住民は農村に住みたい！

内閣府 
農山漁村に関する 
世論調査（H26.6）	
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大都市が失ったもの	
大都市では
　いい自然環境(空気．水）は買えない
　通勤時間が長く、自由な時間が取れない
　地方の面白いコトの情報は流れてこない

多自然地域では
　いい自然環境の恵みを享受できる	
　大都市のことは、マスコミが教えてくれる
　大都市で売れたものは、通販で入手できる
　外国に行けば，大都市の魅力がより安く味わえる
　仲間を作り、楽しむための時間が豊かにある
　　多自然地域のほうが本当は豊かな時代になった	
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高付加価値のための条件

環境と生き方の地域コンテスト

・産地の自然環境が守られている

・栽培家が健康で，誇りを持って農業に
取り組んでいる

環境の良い農村に住むことはできないが，農
畜産物を通してその恵みを享受したい。�

No.36 

都市住民がうらやむ結果として，農畜産物
の高付加価値化ができる。

　　地域の生活改善＋交流→農業振興



交流の必要性と道路の役割

道路は，都会にはない環境と健康な生活
をアピールする手段

● 流通業者と消費者に来てもらう

● 栽培家が自ら説明とアピールに出かける

重要なのは物流ではなくて人的な交流

● 「違い」を持つこと

● 全ての機会がアピールのチャンス

● 観光・農業・商業・環境政策の総合化
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東北らしい多自然型観光	

!  地元の生活を体験することに価値がある
!  「標準的なサービスの型」にこだわるな

!  山の中の温泉で「はまちの刺身」を出すな！

!  誰も大都会の料亭並の料理は期待しない

!  自分や、知り合いの手で集められた素性が
わかり、信用できる食材のみを使うべき

!  その地域の制約を表に出せ！
!  時化れば食べられない魚にこそ意義がある
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４．交流のターゲットは？	
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東北には 
遊ぶ人・若者はいないのか？	

東北は全体として，高齢化が進む	
東北は全体として，賃金が低い	
　　　　　　遊ぶ余裕のある人が少ない	
	
東京・関東から人を呼び込むしかない各地
域が熾烈に競争しており，	
東北に来てもらうことはなかなか困難！	

本当か？	
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大都市比較統計表 
（最新版は2014.7発表）	

仙台の 
高齢化率 
（65歳以上 
人口率）は， 
川崎，福岡に 
続き3番目に 
低い． 
平均年齢， 
年齢中位数も， 
同様． 
横浜・東京都 
区部より若い	

子供の 
割合は 
中ぐらい	

No.41 



仙台には若者が多い	

No.42 



仙台近辺の遊ぶ人 
　　　　　　・若者を使え！	

• 仙台は東京より若者の割合が高い	
• 若者相手の商売はやりやすい	
• 相手となる若者が多い	
• 賃金が安い，働き手が多い	
• 東京に比べ，地価が圧倒的に安い	
• アンテナショップなら，東京より仙台に	

• 若者に来てもらうなら，まずは仙台から　
来てもらう方法を考えるべき！	

No.43 



実際には，住民票を移してい
ない多くの人が仙台に流入！	

宮城県観光宿泊統計より	
No.44 



「支援者」に仙台・東北の良さを！	

!  支援者にも，休息や遊びは必要 
!   助けてもらうお返しとして， 
!   地域の生活を体験，満喫してもらう 
!   時代の最先端の「スローライフ」の体験 

!  東北のファン，長期的なサポーターになっ
てもらう 
!   そのうち，家族や友人も連れてきてもらう 

!   全く東北と関連のない東京の人を東北に来て
もらうよりはよっぽど可能性が大きい． 
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注目される日本海岸の港湾	
No.46 



５．会津縦貫北道路の意義	

No.47 



山形～福島～会津～日光〜新潟を 
つなぐことで何を生み出せるか？	

!  地域資源 
!  融合による付加価値の創出	

!   世界に売り出せる技術の創出ができるか？ 
!  新しい技術融合の可能性	

!   ６次産業＝1次産業×2次産業×3次産業	

!   食品と温度管理の技術	

!   米と発酵食品の技術隣の地域の素材に自分
の技術を適応すると？	

!  国際物流の表通り｢日本海航路｣への窓口	
!   今後の中国北部・ロシアへの足がかり	 No.48 



会津縦貫北道路の役割	

!  会津にとって，ターゲットとして有望な　
仙台からの周遊ルートができる 

!  関東に次いで入り込みが多い、新潟・山
形との連携強化ができる	

新潟	

山形・米沢	

郡山	

仙台・宮城	

福島	

喜多方	

会津若松	
No.49 



No.50 

ご清聴ありがとうございました	

主人公は皆さんです。 
 
地域に作られた道路を， 
「他の地域の人がどう使うのか」
を考える前に、 
「自分たちがどう使うのか」を　　
よく考えてください。	



付録：会津の観光行動の実態 
観光庁：調査報告書（2015.4）	
!  観光ビッグデータを活用した観光振興／ＧＰＳを

利用した観光行動の調査分析 
! http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/

kankochi/gps.html 
!  NTTdokomoの携帯オートGPS機能利用者（全国

約50-70万人）の位置情報を，ゼンリンデータコム
社が統計化したもの 

!  福島県内に3時間以上8日未満滞在した人口を
　「入込客」を見なし，分析 

!  単身赴任者などの実家への帰省を含む	
No.51 



福島県への観光客の出発地	

!  東京ではなく、宮城が1位	 No.52 



各地から福島に来た観光客のうち、 
どの位が会津に来ているか？	
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会津に来た観光客は， 
ほかにどこを訪問しているか？	
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㻠㻌 ᪂₲┴᪂₲ᕷ㻌 㻢㻞㻘㻝㻢㻢㻌 㻟㻚㻡㻑 㻠㻌 ᪂₲┴᪂₲ᕷ㻌 㻡㻤㻘㻥㻣㻥㻌 㻌 㻟㻚㻥㻑

㻡㻌 ᰣᮌ┴Ᏹ㒔ᐑᕷ㻌 㻡㻣㻘㻞㻤㻝㻌 㻟㻚㻞㻑 㻡㻌 ᰣᮌ┴Ᏹ㒔ᐑᕷ㻌 㻡㻢㻘㻥㻤㻟㻌 㻌 㻟㻚㻣㻑

㻢㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻠㻞㻘㻝㻟㻠㻌 㻞㻚㻟㻑 㻢㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻡㻡㻘㻥㻠㻞㻌 㻌 㻟㻚㻣㻑

㻣㻌 ᰣᮌ┴బ㔝ᕷ㻌 㻟㻥㻘㻟㻣㻝㻌 㻞㻚㻞㻑 㻣㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻟㻟㻘㻣㻠㻤㻌 㻌 㻞㻚㻞㻑

㻤㻌 ᒣᙧ┴ᒣᙧᕷ㻌 㻟㻡㻘㻜㻥㻣㻌 㻝㻚㻥㻑 㻤㻌 ᰣᮌ┴బ㔝ᕷ㻌 㻟㻟㻘㻝㻜㻣㻌 㻌 㻞㻚㻞㻑

㻥㻌 ᰣᮌ┴㑣㡲ሷཎᕷ㻌 㻟㻟㻘㻝㻤㻤㻌 㻝㻚㻤㻑 㻥㻌 ᒣᙧ┴⡿ἑᕷ㻌 㻞㻞㻘㻤㻣㻢㻌 㻌 㻝㻚㻡㻑

㻝㻜㻌 ᰣᮌ┴᪥ගᕷ㻌 㻟㻜㻘㻡㻥㻠㻌 㻝㻚㻣㻑 㻝㻜 ᒣᙧ┴ᒣᙧᕷ㻌 㻞㻜㻘㻣㻜㻜㻌 㻌 㻝㻚㻠㻑

႐ከ᪉ᕷ⾤䜶䝸䜰㻌 ᮾᒣ Ἠ䜶䝸䜰㻌

㡰㻌 ᕷ༊⏫ᮧྡ㻌 ᥎ィேᩘ䠄ே䠅 ྜ 㡰 ᕷ༊⏫ᮧྡ㻌 ᥎ィேᩘ䠄ே䠅㻌 ྜ

㻝㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻣㻥㻘㻝㻤㻞㻌 㻢㻚㻡㻑 㻝㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻣㻡㻘㻥㻡㻡㻌 㻌 㻢㻚㻢㻑

㻞㻌 ᪂₲┴᪂₲ᕷ㻌 㻣㻟㻘㻝㻜㻡㻌 㻢㻚㻜㻑 㻞㻌 ᰣᮌ┴㑣㡲㒆㑣㡲⏫㻌 㻡㻣㻘㻞㻜㻤㻌 㻌 㻡㻚㻜㻑

㻟㻌 ᒣᙧ┴⡿ἑᕷ㻌 㻡㻝㻘㻢㻤㻜㻌 㻠㻚㻟㻑 㻟㻌 ᪂₲┴᪂₲ᕷ㻌 㻡㻟㻘㻝㻟㻝㻌 㻌 㻠㻚㻢㻑

㻠㻌 ᰣᮌ┴㑣㡲㒆㑣㡲⏫㻌 㻠㻠㻘㻥㻡㻡㻌 㻟㻚㻣㻑 㻠㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻠㻞㻘㻡㻜㻡㻌 㻌 㻟㻚㻣㻑

㻡㻌 ᰣᮌ┴Ᏹ㒔ᐑᕷ㻌 㻟㻟㻘㻡㻝㻤㻌 㻞㻚㻤㻑 㻡㻌 ᰣᮌ┴᪥ගᕷ㻌 㻟㻞㻘㻜㻡㻟㻌 㻌 㻞㻚㻤㻑

㻢㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻞㻥㻘㻞㻝㻞㻌 㻞㻚㻠㻑 㻢㻌 ᰣᮌ┴Ᏹ㒔ᐑᕷ㻌 㻞㻤㻘㻣㻜㻤㻌 㻌 㻞㻚㻡㻑

㻣㻌 ᒣᙧ┴ᒣᙧᕷ㻌 㻞㻥㻘㻝㻢㻥㻌 㻞㻚㻠㻑 㻣㻌 ᐑᇛ┴ᐑᇛ㒆ᯇᓥ⏫㻌 㻝㻥㻘㻣㻥㻡㻌 㻌 㻝㻚㻣㻑

㻤㻌 ᰣᮌ┴㑣㡲ሷཎᕷ㻌 㻞㻜㻘㻥㻤㻢㻌 㻝㻚㻣㻑 㻤㻌 ⚄ዉᕝ┴ᶓᕷ㻌 㻝㻥㻘㻣㻥㻟㻌 㻌 㻝㻚㻣㻑

㻥㻌 ᪂₲┴ᮾⵦཎ㒆㜿㈡⏫㻌 㻞㻜㻘㻠㻣㻣㻌 㻝㻚㻣㻑 㻥㻌 ᮾி㒔ྎᮾ༊㻌 㻝㻥㻘㻢㻠㻟㻌 㻌 㻝㻚㻣㻑

㻝㻜㻌 ᰣᮌ┴᪥ගᕷ㻌 㻝㻣㻘㻢㻠㻜㻌 㻝㻚㻡㻑 㻝㻜 ᰣᮌ┴బ㔝ᕷ㻌 㻝㻥㻘㻡㻥㻝㻌 㻌 㻝㻚㻣㻑
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㸦㏻ࡾᆅ᪉㸧 
ᑠྡ䜶䝸䜰㻌 䝝䝽䜲䜰䞁䝈䜶䝸䜰㻌

㡰㻌 ᕷ༊⏫ᮧྡ㻌 ᥎ィேᩘ䠄ே䠅㻌 ྜ 㡰 ᕷ༊⏫ᮧྡ㻌 ᥎ィேᩘ䠄ே䠅㻌 ྜ

㻝㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻢㻤㻘㻜㻝㻝㻌 㻡㻚㻡㻑 㻝㻌 Ⲉᇛ┴➟㛫ᕷ㻌 㻠㻥㻘㻢㻥㻣㻌 㻌 㻠㻚㻢㻑

㻞㻌 Ⲉᇛ┴Ⲉᇛᕷ㻌 㻢㻞㻘㻜㻟㻜㻌 㻡㻚㻜㻑 㻞㻌 Ⲉᇛ┴Ⲉᇛᕷ㻌 㻠㻥㻘㻡㻠㻤㻌 㻌 㻠㻚㻢㻑

㻟㻌 Ⲉᇛ┴➟㛫ᕷ㻌 㻠㻥㻘㻣㻠㻢㻌 㻠㻚㻜㻑 㻟㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻠㻡㻘㻢㻝㻣㻌 㻌 㻠㻚㻞㻑

㻠㻌 Ⲉᇛ┴᪥❧ᕷ㻌 㻟㻥㻘㻟㻣㻢㻌 㻟㻚㻞㻑 㻠㻌 ⚄ዉᕝ┴ᶓᕷ㻌 㻠㻝㻘㻤㻣㻠㻌 㻌 㻟㻚㻥㻑

㻡㻌 Ⲉᇛ┴Ỉᡞᕷ㻌 㻟㻟㻘㻤㻟㻠㻌 㻞㻚㻣㻑 㻡㻌 Ⲉᇛ┴Ỉᡞᕷ㻌 㻠㻜㻘㻥㻣㻢㻌 㻌 㻟㻚㻤㻑

㻢㻌 ᮾி㒔ྎᮾ༊㻌 㻟㻜㻘㻠㻜㻜㻌 㻞㻚㻡㻑 㻢㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻠㻜㻘㻝㻠㻤㻌 㻌 㻟㻚㻣㻑

㻣㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻞㻡㻘㻡㻜㻟㻌 㻞㻚㻝㻑 㻣㻌 Ⲉᇛ┴䜂䛯䛱䛺䛛ᕷ㻌 㻟㻠㻘㻢㻤㻢㻌 㻌 㻟㻚㻞㻑

㻤㻌 ᰣᮌ┴㑣㡲㒆㑣㡲⏫㻌 㻞㻡㻘㻞㻤㻣㻌 㻞㻚㻝㻑 㻤㻌 Ⲉᇛ┴᪥❧ᕷ㻌 㻞㻤㻘㻥㻟㻡㻌 㻌 㻞㻚㻣㻑

㻥㻌 Ⲉᇛ┴䜂䛯䛱䛺䛛ᕷ㻌 㻞㻠㻘㻤㻠㻤㻌 㻞㻚㻜㻑 㻥㻌 Ⲉᇛ┴Ᏺ㇂ᕷ㻌 㻞㻜㻘㻥㻥㻜㻌 㻌 㻝㻚㻥㻑

㻝㻜㻌 ⚄ዉᕝ┴ᶓᕷ㻌 㻞㻠㻘㻣㻥㻟㻌 㻞㻚㻜㻑 㻝㻜 ᮾி㒔ྎᮾ༊㻌 㻝㻥㻘㻠㻣㻣㻌 㻌 㻝㻚㻤㻑

ཎ䝜⏫䜶䝸䜰㻌 䛔䜟䛝㻌䜰䝸䜶ᮏ

㡰㻌 ᕷ༊⏫ᮧྡ㻌 ᥎ィேᩘ䠄ே䠅㻌 ྜ 㡰 ᕷ༊⏫ᮧྡ㻌 ᥎ィேᩘ䠄ே䠅㻌 ྜ

㻝㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻝㻠㻜㻘㻤㻞㻢㻌 㻝㻡㻚㻥㻑 㻝㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻟㻞㻘㻢㻞㻥㻌 㻌 㻠㻚㻤㻑

㻞㻌 ⚟ᓥ┴༡┦㤿ᕷ㻌 㻠㻤㻘㻣㻡㻣㻌 㻡㻚㻡㻑 㻞㻌 ᮾி㒔ྎᮾ༊㻌 㻞㻥㻘㻤㻞㻠㻌 㻌 㻠㻚㻟㻑

㻟㻌 ᐑᇛ┴ྡྲྀᕷ㻌 㻠㻞㻘㻣㻜㻤㻌 㻠㻚㻤㻑 㻟㻌 Ⲉᇛ┴Ⲉᇛᕷ㻌 㻞㻥㻘㻠㻟㻜㻌 㻌 㻠㻚㻟㻑

㻠㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻝㻥㻘㻣㻟㻤㻌 㻞㻚㻞㻑 㻠㻌 Ⲉᇛ┴➟㛫ᕷ㻌 㻞㻢㻘㻞㻠㻥㻌 㻌 㻟㻚㻤㻑

㻡㻌 ⚟ᓥ┴ⴥ㒆ᾉỤ⏫㻌 㻝㻟㻘㻢㻢㻞㻌 㻝㻚㻡㻑 㻡㻌 Ⲉᇛ┴Ỉᡞᕷ㻌 㻞㻟㻘㻝㻣㻞㻌 㻌 㻟㻚㻠㻑

㻢㻌 ᰣᮌ┴㑣㡲㒆㑣㡲⏫㻌 㻝㻞㻘㻣㻜㻟㻌 㻝㻚㻠㻑 㻢㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻞㻜㻘㻝㻡㻝㻌 㻌 㻞㻚㻥㻑

㻣㻌 ᐑᇛ┴ᒾᕷ㻌 㻝㻝㻘㻞㻜㻢㻌 㻝㻚㻟㻑 㻣㻌 Ⲉᇛ┴᪥❧ᕷ㻌 㻝㻥㻘㻟㻜㻥㻌 㻌 㻞㻚㻤㻑

㻤㻌 ᐑᇛ┴▼ᕳᕷ㻌 㻝㻜㻘㻤㻠㻣㻌 㻝㻚㻞㻑 㻤㻌 ⚄ዉᕝ┴ᶓᕷ㻌 㻝㻢㻘㻥㻜㻝㻌 㻌 㻞㻚㻡㻑

㻥㻌 ᐑᇛ┴ர⌮㒆ர⌮⏫㻌 㻝㻜㻘㻠㻠㻜㻌 㻝㻚㻞㻑 㻥㻌 Ⲉᇛ┴䜂䛯䛱䛺䛛ᕷ㻌 㻝㻡㻘㻣㻣㻜㻌 㻌 㻞㻚㻟㻑

㻝㻜㻌 ᇸ⋢┴䛥䛔䛯䜎ᕷ㻌 㻝㻜㻘㻞㻣㻡㻌 㻝㻚㻞㻑 㻝㻜 Ⲉᇛ┴Ᏺ㇂ᕷ㻌 㻥㻘㻤㻢㻜㻌 㻌 㻝㻚㻠㻑

⿕⅏䜶䝸䜰㻌 ኟᕝ㇂䜶䝸䜰㻌

㡰㻌 ᕷ༊⏫ᮧྡ㻌 ᥎ィேᩘ䠄ே䠅㻌 ྜ 㡰 ᕷ༊⏫ᮧྡ㻌 ᥎ィேᩘ䠄ே䠅㻌 ྜ

㻝㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻠㻢㻘㻡㻟㻤㻌 㻝㻡㻚㻡㻑 㻝㻌 ᐑᇛ┴ྎᕷ㻌 㻣㻘㻜㻞㻤㻌 㻌 㻝㻟㻚㻟㻑

㻞㻌 ⚟ᓥ┴༡┦㤿ᕷ㻌 㻝㻠㻘㻝㻤㻜㻌 㻠㻚㻣㻑 㻞㻌 Ⲉᇛ┴➟㛫ᕷ㻌 㻞㻘㻠㻠㻞㻌 㻌 㻠㻚㻢㻑

㻟㻌 ᐑᇛ┴ྡྲྀᕷ㻌 㻝㻟㻘㻞㻠㻣㻌 㻠㻚㻠㻑 㻟㻌 ᮾி㒔ྎᮾ༊㻌 㻞㻘㻟㻝㻟㻌 㻌 㻠㻚㻠㻑

㻠㻌 ᐑᇛ┴ᒾᕷ㻌 㻠㻘㻢㻡㻥㻌 㻝㻚㻢㻑 㻠㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻞㻘㻜㻣㻤㻌 㻌 㻟㻚㻥㻑

㻡㻌 ᐑᇛ┴ᐑᇛ㒆ᯇᓥ⏫㻌 㻠㻘㻜㻞㻝㻌 㻝㻚㻟㻑 㻡㻌 ⚄ዉᕝ┴ᶓᕷ㻌 㻝㻘㻡㻠㻤㻌 㻌 㻞㻚㻥㻑

㻢㻌 ᐑᇛ┴ர⌮㒆ர⌮⏫㻌 㻟㻘㻥㻥㻥㻌 㻝㻚㻟㻑 㻢㻌 Ⲉᇛ┴᪥❧ᕷ㻌 㻝㻘㻡㻜㻞㻌 㻌 㻞㻚㻤㻑

㻣㻌 ᇸ⋢┴䛥䛔䛯䜎ᕷ㻌 㻟㻘㻤㻝㻣㻌 㻝㻚㻟㻑 㻣㻌 ᮾி㒔 ༊㻌 㻝㻘㻞㻤㻣㻌 㻌 㻞㻚㻠㻑

㻤㻌 ᮾி㒔༓௦⏣༊㻌 㻟㻘㻢㻥㻥㻌 㻝㻚㻞㻑 㻤㻌 ᪂₲┴᪂₲ᕷ㻌 㻝㻘㻞㻣㻜㻌 㻌 㻞㻚㻠㻑

㻥㻌 ᮾி㒔⏣༊㻌 㻟㻘㻡㻟㻣㻌 㻝㻚㻞㻑 㻥㻌 Ⲉᇛ┴Ⲉᇛᕷ㻌 㻝㻘㻞㻡㻥㻌 㻌 㻞㻚㻠㻑

㻝㻜㻌 ᐑᇛ┴▼ᕳᕷ㻌 㻟㻘㻡㻟㻞㻌 㻝㻚㻞㻑 㻝㻜 ⚟ᓥ┴ⴥ㒆ᴍⴥ⏫㻌 㻥㻤㻡㻌 㻌 㻝㻚㻥㻑

 
凮⾲僔ぢ᪉兟␃ពⅬ凰䢢

y ὠⱝᯇ୰ᚰ儌兎儆僑ᅾ傽僅ே僔 䢸䢰䢻䢧傲傎๓ᚋ僑ྎᕷ僑❧僇ᐤ僉僌傪僱傹僎僑僐僱傏䢢

y ྜ僔ศẕ僕❧僇ᐤ僰⪅僔ᘏ僟ேᩘ働僎僉僌傪僱傏䢢
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どこから来た観光客が， 
会津で長く滞在しているか？	
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y ௨ୗࠊ⤖ᯝ࡚࠸ࡘグ㏙ࠋࡿࡍ 

¾ ὠᆅ᪉࡛ࠊࡣྎᕷ᪂₲ᕷࠊ㑣㡲⏫ࡢᐟἩ⪅ࡀከࡃぢࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡽὠⱝᯇ୰

ᚰࡣ࢚ࣜ᪥ගᕷࡸ⡿ἑᕷࠊ⊦ⱑ௦ࡣ࢚ࣜᏱ㒔ᐑᕷࡸᒣᙧᕷᐟἩࠊࡋὶ࢚ࣜ

 ࠋࡓࡗࢃࡀࡇࡿ࠸ᐃᩘ୍ࡀேࡿࡍᅾ
¾ ୰㏻ࡾᆅ᪉ࡢ༡†ὶࠊࡣ࡛࢚ࣜ᪥ᖐࡾᅾ⪅ࡶᐟἩ⪅ࡶྎᕷࠊ㑣㡲⏫ࠊᏱ㒔ᐑᕷ

ࠊࡃከ࡚ࡋඹ㏻ࡀ᪂₲ᕷྎᕷࠊࡣ࡛࢚ࣜᲓ⇕ᾏ Ἠ☬ࡓࡲࠋࡓ࠸࡚ࡋᐟἩࡃከ

ᐟἩ⪅୍ࡣ㛵ᕷࡸ㑣㡲ሷཎᕷ࡚ࡏྜ⤌ᅾࡿࡍே୍ࡀᐃᩘࠋࡓࡗࢃࡀࡇࡿ࠸ 
¾ ㏻ࡾᆅ᪉ࠊࡣⲈᇛ┴ᐑᇛ┴ᐟἩࡿࡍேࡀከࡃぢࠊࡣ࢚ࣜࢬࣥ࣡ࣁࠋࡓࢀࡽ

 ࠋࡓࡗከࡀேࡿࡍᅾࡽ࡚ࡋᐟἩ㤳㒔ᅪ≉
 

⾲ 3-8-19㻌 ὶ䜶䝸䜰ูᅪእᐟἩᕷ⏫ᮧ䠄ୖ䠅䛸ὶ䜶䝸䜰䛾ᖹᆒᅾ㛫㻌 㻌  
䠄2012 ᖺ 11 ᭶䡚2013 ᖺ 10 ᭶䠅 
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ᰗὠ䞉୕ᓥ䜶䝸䜰


ὶ

䜶
䝸
䜰
ゼ
ၥ
ほගᅪ䜈䛾ほගᐈᩘ䛻༨䜑䜛ゼၥ⪅ᩘ䛾ྜ

ᾂώᾇώᾁᴾ ἱἁἿЎௌኽௐᴾ

㸯㸧ὶࡢ࡛࢚ࣜᅾ≧ἣ㛵ࡿࡍᇶᮏศᯒ�

㸦㸯㸧ὶࡢ࢚ࣜほගᐈᩘ�

y ὠᆅ᪉࡛ࠊࡣὶࡢ࢚ࣜ୰࡛ࠊほගᐈࡀᅾࡓࡋẚ⋡ࡶ᭱ࡀ㧗ࡣࡢ࠸ὠⱝᯇ୰ᚰ࢚ࣜ

࡚ࡗ࡞㡰ࡢ࢚ࣜෆᐟࠊ࢚ࣜᲓ㧗ཎ☬ࠊ࢚ࣜⱑ௦⫞ࠊ࡛࠸ḟࠋࡿ࠶㸦23.2%㸧࡛

 ࠋࡿ࠸
y ୰㏻ࡾᆅ᪉࡛ࠊࡣὶࡢ࢚ࣜ୰࡛ࠊほගᐈࡀᅾࡓࡋẚ⋡ࡶ᭱ࡀ㧗ࡣࡢ࠸༡†බᅬ࢚ࣜ

㸦8.9%㸧࡛ࠋࡿ࠶ḟࠊ࡛࠸☬Დ⇕ᾏ Ἠࠊ࢚ࣜࡰࢇࡅࡓࡣࠊ࢚ࣜ㣤ᆏ Ἠࡢ࢚ࣜ㡰

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞
y ㏻ࡾᆅ᪉࡛ࠊࡣὶࡢ࢚ࣜ୰࡛ࠊほගᐈࡀᅾࡓࡋẚ⋡ࡶ᭱ࡀ㧗ࡣࡢ࠸ᑠྡ࢚ࣜ

㸦8.9%㸧࡛ࠋࡿ࠶ḟࠊ࢚ࣜࢬࣥ࣡ࣁࠊ࡛࠸ཎ࡞㡰ࡢ࢚ࣜᮏࡁࢃ࠸ࠊ࢚ࣜ⏫ࣀ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ
 

ᅗ⾲ 3-8-5-1㻌 ὶ䜶䝸䜰ู䠄ὠᆅ᪉䠅㻌 ほගᐈᩘ䛾ẚ⋡㻌 䠄2012 ᖺ 11 ᭶䡚2013 ᖺ 10 ᭶䠅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㡰 ὶ儌兎儆 ᥎ィேᩘ ẚ⋡䯲凚ᑐほගᐈ凛 

1 ὠⱝᯇ୰ᚰ儌兎儆 2,309,053 23.2% 

2 ⊦ⱑ௦儌兎儆 1,483,960 14.9% 

3 ☬Დ㧗ཎ儌兎儆 1,105,077 11.1% 

4 ෆᐟ儌兎儆 844,155 8.5% 

5 ႐ከ᪉ᕷ⾤儌兎儆 710,396 7.1% 

6 ᮾᒣ Ἠ儌兎儆 607,922 6.1% 

7 ༡ὠ儌兎儆 376,933 3.8% 

8 すὠ儌兎儆 364,916 3.7% 

9 ⰱ儲∾ Ἠ儌兎儆 228,001 2.3% 

10 ᰗὠ兟୕ᓥ儌兎儆 195,783 2.0% 

11 ᑿ℩兟ᷓᯞᒱ Ἠ儌兎儆 118,691 1.2% 

凮ᅗ⾲僔ぢ᪉兟␃ពⅬ凰䢢

y 傘ほගᅪ僞僔ほගᐈ僔催僇傎䢳䢶䢰䢻䢧僔᪉傲傎⊦ⱑ௦儌兎儆働ᅾ傽僅備僎僥僱傏䢢

y ほගᅪ僞僔ほගᐈᩘ僸ẕᩘ僎傽僌ẚ⋡僸⟬ฟ傽僅傏」ᩘ僔ὶ儌兎儆僑ᅾ傿僱ほගᐈ僨僥僯僲僱僅僧傎⚟ᓥ┴ᇦ働僔ୖ

儔免儹僔䯔䢧䯕僔ྜィ僕 䢳䢲䢲䢧㉸僎僐僱傏䢢

No.56 



会津の観光エリア別平均滞在時間	

580 
 

㸦㸱㸧ὶࡢ࡛࢚ࣜᖹᆒᅾ㛫�

y 1 ⟠ᡤࡢࡾࡓ࠶ᖹᆒᅾ㛫ࡣὠᆅ᪉࡛ࡣ 2 㛫 54 ศࠊ୰㏻ࡾᆅ᪉࡛ࡣ 2 㛫 52 ศࠊ

㏻ࡾᆅ᪉࡛ࡣ 3 㛫 43 ศ࡛ࠋࡿ࠶ 
 

ᅗ⾲ 3-8-6-1㻌 ὶ䜶䝸䜰ู䠄ὠᆅ᪉䠅㻌 ᖹᆒᅾ㛫㻌 䠄2012 ᖺ 11 ᭶䡚2013 ᖺ 10 ᭶䠅 

 
 

㡰 ὶ䜶䝸䜰 ᖹᆒᅾ㛫

1 ᑿ℩兟ᷓᯞᒱ Ἠ儌兎儆 6:11

2 ☬Დ㧗ཎ儌兎儆 4:10 

3 ༡ὠ儌兎儆 3:22 

4 ὠⱝᯇ୰ᚰ儌兎儆 3:00 

5 ⊦ⱑ௦儌兎儆 2:44 

6 ᰗὠ兟୕ᓥ儌兎儆 2:29 

7 すὠ儌兎儆 2:25 

8 ᮾᒣ Ἠ儌兎儆 2:12 

9 ෆᐟ儌兎儆 2:09 

10 ႐ከ᪉ᕷ⾤儌兎儆 2:07 

11 ⰱ儲∾ Ἠ儌兎儆 2:05 

 
凮ᅗ⾲僔ぢ᪉兟␃ពⅬ凰䢢

y 傘⊦ⱑ௦儌兎儆僑ᅾ傽僅ほගᐈ僕傎ᖹᆒ傽僌 䢴 㛫 䢶䢶 ศ僔㛫⊦ⱑ௦儌兎儆僑ᅾ傽僅備僎僥僱傏䢢

y 傹傹働僔ᖹᆒᅾ㛫僕傎༗๓ 䢳䢲 傱僯༗ᚋ 䢸 僤働僔 䢺㛫僔ᅾ㛫僸ព傿僱傏䢢

y ୖ儔免儹僔ᶓ㍈免儽兏ᣓᘼෆ僔㛫僕傎ྛὶ儌兎儆働僔ほගᐈᩘ僑僮僉僌ຍ㔜ᖹᆒ傽僅傎䢳 党ᡤ储僅僰僔ᖹᆒᅾ㛫僸ព

傿僱傏傘ほගᅪ働ὶ儌兎儆僑ᅾ傽僅ほගᐈ僕傎䢳 僊僔ὶ儌兎儆僑傰傪僌 䢴㛫 䢶䢳 ศᅾ傽僌傪僱備僎僥僱傏䢢

 

2:05

3:00

2:07

2:25

2:09

2:44

2:12

3:22

4:10

6:11

2:29

0: 00 2: 00 4: 00 6: 00 8: 00 10: 00 12: 00 14: 00

ⰱ䝜∾ Ἠ䜶䝸䜰

ὠⱝᯇ୰ᚰ䜶䝸䜰

႐ከ᪉ᕷ⾤䜶䝸䜰

すὠ䜶䝸䜰

ෆᐟ䜶䝸䜰

⊦ⱑ௦䜶䝸䜰

ᮾᒣ Ἠ䜶䝸䜰

༡ὠ䜶䝸䜰

☬Დ㧗ཎ䜶䝸䜰

ᑿ℩䞉ᷓᯞᒱ Ἠ䜶䝸䜰

ᰗὠ䞉୕ᓥ䜶䝸䜰

ὠᆅ᪉ᖹᆒ

ᖹᆒ 2 㛫 54 ศ 
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平休日別観光エリア別来訪者数	

583 
 

㸰㸧᭙᪥࣭Ꮨ⠇ࡢ㛵㐃ศᯒ�

㸦㸯㸧ὶู࢚ࣜᖹ᪥࣭ఇ᪥ูࡢᅾ⪅ᩘࠊྜࠊᖹᆒᅾ㛫�

y ᖹ᪥࣭ఇ᪥ูࡢᘏᅾ⪅ᩘࢆẚ㍑ࠊࡿࡍὠᆅ᪉ࡢ႐ከ᪉ᕷ⾤ࠊすὠࠊෆᐟࠊ⊦ⱑ

௦ࠊ༡ὠࠊ☬Დ㧗ཎࠊᑿ℩࣭ᷓᯞᒱ Ἠࡢ 7 ὶࠊࡣ࢚ࣜఇ᪥ࡀ࠺ࡢᖹ᪥ࡾࡼᅾ⪅

 ࠋࡓࡗከࡀᩘ
 
ᅗ 3-8-10-1㻌 ὶ䜶䝸䜰ู䠄ὠᆅ᪉䠅ᖹ᪥䞉ఇ᪥ู䛾ᘏ䜉ᅾ⪅ᩘ䠄2012 ᖺ 11 ᭶䡚2013 ᖺ 10 ᭶䠅 

 
 
ᅗ3-8-11-1㻌 ὶ䜶䝸䜰ู䠄ὠᆅ᪉䠅ᖹ᪥䞉ఇ᪥ู䛾ᘏ䜉ᅾ⪅ྜ䠄2012ᖺ11᭶䡚2013ᖺ10᭶䠅 

 

223,000 

1,664,626 

385,009 

228,216 

416,936 

828,227 

534,731 

206,676 

659,672 

82,556 

134,219 

206,283 

1,517,795 

458,435 

235,743 

498,032 

1,070,415 

497,727 

291,278 

893,929 

116,956 

120,329 

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 

ⰱ䝜∾ Ἠ䜶䝸䜰

ὠⱝᯇ୰ᚰ䜶䝸䜰

႐ከ᪉ᕷ⾤䜶䝸䜰

すὠ䜶䝸䜰

ෆᐟ䜶䝸䜰

⊦ⱑ௦䜶䝸䜰

ᮾᒣ Ἠ䜶䝸䜰

༡ὠ䜶䝸䜰

☬Დ㧗ཎ䜶䝸䜰

ᑿ℩䞉ᷓᯞᒱ Ἠ䜶䝸䜰

ᰗὠ䞉୕ᓥ䜶䝸䜰

䠄ே䠅

ᖹ᪥

ఇ᪥

51.9%

52.3%

45.6%

49.2%

45.6%

43.6%

51.8%

41.5%

42.5%

41.4%

52.7%

48.1%

47.7%

54.4%

50.8%

54.4%

56.4%

48.2%

58.5%

57.5%

58.6%

47.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ⰱ䝜∾ Ἠ䜶䝸䜰

ὠⱝᯇ୰ᚰ䜶䝸䜰

႐ከ᪉ᕷ⾤䜶䝸䜰

すὠ䜶䝸䜰

ෆᐟ䜶䝸䜰

⊦ⱑ௦䜶䝸䜰

ᮾᒣ Ἠ䜶䝸䜰

༡ὠ䜶䝸䜰

☬Დ㧗ཎ䜶䝸䜰

ᑿ℩䞉ᷓᯞᒱ Ἠ䜶䝸䜰

ᰗὠ䞉୕ᓥ䜶䝸䜰

ᖹ᪥

ఇ᪥

No.58 



平休日1日当たりエリア別来訪者数	

586 
 

y ᖹ᪥࣭ఇ᪥ู 1 ᪥ࡢࡾࡓ࠶ᅾ⪅ᩘࢆẚ㍑ࠊࡿࡍ⿕⅏ࢆ࢚ࣜ㝖ࡢ࡚ࡍࡓ࠸ὶ࢚ࣜ

࡛ఇ᪥ࡢᅾ⪅ࡀ࠺ࡢᖹ᪥ୖࢆᅇࠋࡓࡗ 
y ᭱ࡶఇ᪥/ᖹ᪥ẚࡀࠊࡣࡢࡓࡗࡁὠᆅ᪉ࡢᑿ℩࣭ᷓᯞᒱ Ἠࠊ࡛࢚ࣜఇ᪥ࡀᖹ᪥ࡢ 3.00

ಸࠋࡓࡗࡔ㏻ࡾᆅ᪉ࡢ⿕⅏ྠࡣ࢚ࣜ 0.97 ಸ࡛ࠊᖹ᪥ࡀ࠺ࡢఇ᪥ୖࢆᅇࠋࡓࡗ 
 

ᅗ⾲ 3-8-7-1㻌 ὶ䜶䝸䜰ู䠄ὠᆅ᪉䠅ᖹ᪥䞉ఇ᪥ู䛾䠍᪥䛒䛯䜚ᅾ⪅ᩘ䠄2012 ᖺ 11 ᭶䡚2013 ᖺ

10 ᭶䠅 

ὶ䜶䝸䜰㻌 ᖹ᪥䠄ே䠅㻌 ఇ᪥䠄ே䠅㻌
ఇ᪥㻛ᖹ᪥㻌

ẚ㻌

ⰱ䝜∾ Ἠ䜶䝸䜰㻌 㻤㻥㻥㻌 㻝㻘㻣㻢㻟㻌 㻝㻚㻥㻢㻌

ὠⱝᯇ୰ᚰ䜶䝸䜰㻌 㻢㻘㻣㻝㻞㻌 㻝㻞㻘㻥㻣㻟㻌 㻝㻚㻥㻟㻌

႐ከ᪉ᕷ⾤䜶䝸䜰㻌 㻝㻘㻡㻡㻞㻌 㻟㻘㻥㻝㻤㻌 㻞㻚㻡㻞㻌

すὠ䜶䝸䜰㻌 㻥㻞㻜㻌 㻞㻘㻜㻝㻡㻌 㻞㻚㻝㻥㻌

ෆᐟ䜶䝸䜰㻌 㻝㻘㻢㻤㻝㻌 㻠㻘㻞㻡㻣㻌 㻞㻚㻡㻟㻌

⊦ⱑ௦䜶䝸䜰㻌 㻟㻘㻟㻠㻜㻌 㻥㻘㻝㻠㻥㻌 㻞㻚㻣㻠㻌

ᮾᒣ Ἠ䜶䝸䜰㻌 㻞㻘㻝㻡㻢㻌 㻠㻘㻞㻡㻠㻌 㻝㻚㻥㻣㻌

༡ὠ䜶䝸䜰㻌 㻤㻟㻟㻌 㻞㻘㻠㻥㻜㻌 㻞㻚㻥㻥㻌

☬Დ㧗ཎ䜶䝸䜰㻌 㻞㻘㻢㻢㻜㻌 㻣㻘㻢㻠㻜㻌 㻞㻚㻤㻣㻌

ᑿ℩䞉ᷓᯞᒱ Ἠ䜶䝸䜰㻌 㻟㻟㻟㻌 㻝㻘㻜㻜㻜㻌 㻟㻚㻜㻜㻌

ᰗὠ䞉୕ᓥ䜶䝸䜰㻌 㻡㻠㻝㻌 㻝㻘㻜㻞㻤㻌 㻝㻚㻥㻜㻌

 

 
 

  

899 

6,712 

1,552 

920 

1,681 

3,340 

2,156 

833 

2,660 

333 

541 

1,763 

12,973 

3,918 

2,015 

4,257 

9,149 

4,254 

2,490 

7,640 

1,000 

1,028 

0 2,500 5,000 7,500 10,000 12,500 15,000 
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႐ከ᪉ᕷ⾤䜶䝸䜰

すὠ䜶䝸䜰

ෆᐟ䜶䝸䜰

⊦ⱑ௦䜶䝸䜰

ᮾᒣ Ἠ䜶䝸䜰

༡ὠ䜶䝸䜰

☬Დ㧗ཎ䜶䝸䜰

ᑿ℩䞉ᷓᯞᒱ Ἠ䜶䝸䜰

ᰗὠ䞉୕ᓥ䜶䝸䜰

䠄ே䠅

ᖹ᪥

ఇ᪥

No.59 



観光エリア別季節別滞在者数	

592 
 

㸦㸰㸧ὶู࢚ࣜᏘ⠇ู㸭᭶ูᅾ⪅ᩘ�

y Ꮨ⠇ูࡢᘏᅾ⪅ᩘࢆẚ㍑ࠊࡿࡍὠᆅ᪉࡛ࡢࢇࡣὶࡀ࢚ࣜኟࡢᅾ⪅ᩘ᭱ࡀ

 ࠋࡓࡗ࡞ᑡࡶ᭱ࡀᩘ⪅ᅾࡢࠊࡃከࡶ
y ୰㏻ࡾᆅ᪉࡛ࠊࡣᱜ࡛᭷ྡ୕࡞ࠊࡀ✺ฟ࡚ࡋ㞟ᐈࠋࡓࡗࢃࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋ 
y ㏻ࡾᆅ᪉࡛ࠊࡣኟࡢᅾ⪅ᩘࡀከ࠸ഴྥࠊࡢࡢࡶࡿ࠶ẚ㍑ⓗྛᏘ⠇ศᩓࡿࡍഴྥࡗ࠶

 ࠋࡓ
 

ᅗ 3-8-13-1㻌 ὶ䜶䝸䜰ู䠄ὠᆅ᪉䠅Ꮨ⠇ูᘏ䜉ᅾ⪅ᩘ 
䠄2012 ᖺ 11 ᭶䡚2013 ᖺ 10 ᭶䠅 

  
ͤࡣ 3㹼5 ᭶ࠊኟࡣ 6㹼8 ᭶ࡣ⛅ࠊ 9㹼11 ᭶ࠊࡣ 12㹼2 ᭶ࢆ㞟ィࡓࡋ

102,727 

881,891 

235,970 

130,897 

231,094 

437,090 

260,361 

103,032 

331,139 

24,583 

61,081 

136,299 

956,672 

256,732 

132,003 

287,674 

517,204 

318,770 

156,430 

446,867 

98,211 

71,177 

133,146 

833,240 

210,037 

128,884 

308,380 

459,153 

300,762 

113,270 

448,489 

62,856 

81,982 

57,111 

510,618 

140,705 

72,175 

87,820 

485,195 

152,565 

125,222 

327,106 

13,862 

40,308 
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䠄ே䠅



ኟ

⛅
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観光エリア別月別滞在者数	

606 
 

 
 

  

86,129 
49,201 
53,803 
49,561 

61,681 
92,394 

106,286 
98,855 

91,027 
128,888 

100,421 
114,212 
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䠄ே䠅

ᮾᒣ Ἠ䜶䝸䜰

24,246 
23,690 

51,885 
49,647 

41,145 
18,297 

43,590 
42,320 
51,262 

62,848 
44,346 
44,678 
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䠄ே䠅

༡ὠ䜶䝸䜰

102,292 
83,844 

124,048 
119,214 

113,039 
85,669 

132,431 
110,177 
113,650 

223,040 
131,484 

214,713 
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